
・音楽鑑賞会

16  講師 ことばの教室担当 33 学校薬剤師

30

藤岡給食センター勤務

 学校医

 図書事務

 教諭

 教諭

 養護教諭

 学校医

 学校医

 栄養教諭

 事務長

 非常勤

 非常勤

 支援員

 支援員

 技能員

28

29

１年１組担任（主任）

２年１組担任（主任）

３年１組担任（主任）

３年２組担任

６年１組担任（主任）

学習指導主任

栽培担当

体育主任

家庭科主任

1 18

24

25

26

27

7

8

9

10

 講師 ４年２組担任

 教諭 ４年１組担任（主任）

6

5

4

教務主任

 校長

 教頭

 教諭

 教諭

 教諭

 教諭

13 特別支援学級担任（知的）

・第３学期始業式

3

2

・ハッピー子育て講座

・６年生を送る会

 教諭

 教諭

 教諭 ５年１組担任（主任）

５年２組担任

17

特別支援学級担任（自･情）

保健主事

5月13日 現在

 教諭

23

22

21

20

19校務運営

・４年宿泊学習（太平少年自然の家） 3/24

15  教諭 学力向上実践担当 32  学校医

1/10

14

 養護助教諭

特別支援教育コーディネーター

教科書・副教材担当

特別支援教育担当

31

4/19 ・全国学力･学習状況調査（6年）

・とちぎっ子学習状況調査（4･5年）

10/13 ・６年修学旅行（日光・鬼怒川方面）

10/18 ・５年宿泊学習（とちぎ海浜自然の家）

10/7

職名№ 職名 №

・避難訓練（引き渡し） 1/11 ・校内学力調査

・ＰＴＡ奉仕作業 1/17 ・避難訓練

３学期２学期

・第２学期始業式

11

12  教諭

 助教諭

7/20 第１学期終業式

6/25 ・ＰＴＡ資源物回収① 3/30 ・離任式11/10 ・学校開放日②

11/12 ・ＰＴＡ資源物回収②

・３年社会科校外学習11/18

・１年生交通安全教室 9/3

・修了式11/9 ・学校開放日①

3/17 ・卒業式

4/22 ・１年生を迎える会

10/5 ・就学時健診 2/8 ・授業参観・懇談会

・卒業式予行3/10

10/21 ・１・２年校外学習

2/17

4/25

5/13

･家庭確認開始（～4/28）

・避難訓練

6/14

環境教育担当

情報教育主任

図工主任

学校経営

第２学期終業式

１学期

4/11 ・入学式 9/2

4/8 ・新任式・第１学期始業式 9/1

12/23

4/20 ・授業参観・ＰＴＡ総会等

9/23 ・運動会 2/1 ・新入児一日入学

4/12

保健安全教育担当

主な校務分掌

食に関する指導担当

学校事務

学校支援

後補充

学校生活支援

学校生活支援

用務全般

図書館事務

育休中

育休中

育休中

内科

眼科

耳鼻咽喉科

歯科

薬剤師

主な校務分掌

道徳教育推進教師

地域連携教員

教育課程

児童指導主任

人権教育主任

教 職 員 等 一 覧

今年度の主な行事



・

・

・

よい子の像

教 育 目 標

〔 目 標 〕

〔 指 標 〕

きたえる（体）

思いやる（徳）

よさこい藤岡パレード われら渡良瀬探検隊（渡良瀬遊水地環境学習）

令和４年度

学び合う児童を育む

FAX　０２８２－６２－２６４９

栃木県栃木市藤岡町藤岡1500番地

TEL　０２８２－６２－２５９１

考える（知）

http：//www.tcn.ed.jp/~fujiokasyo-tea/

E-mail  fujiokasyo-jim@tochigi-city.ed.jp

〒323-1104

豊かな心をもち

元気で
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・ 明 7 年 9 月
・ 明 10 年 3 月
・ 明 18 年 3 月
・ 明 25 年 12 月
・ 大 13 年 8 月
・ 昭 16 年 4 月
・ 昭 22 年 4 月
・ 昭 34 年 11 月
・ 昭 45 年 10 月
・ 昭 52 年 3 月
・ 昭 57 年 3 月
・ 平 元 年 3 月
・ 平 元 年 11 月
・ 平 5 年 10 月
・ 平 8 年 3 月
・ 平 10 年 4 月
・ 平 12 年 3 月
・ 平 12 年 4 月
・ 平 13 年 11 月
・ 平 15 年 4 月
・ 平 17 年 4 月
・ 平 20 年 1 月
・ 平 20 年 10 月
・ 平 21 年 6 月
・ 平 22 年 3 月
・ 平 23 年 8 月
・ 平 24 年 7 月
・ 平 25 年 8 月 約
・ 平 26 年 4 月 約
・ 平 28 年 3 月
・ 平 28 年 9 月
・ 平 29 年 8 月
・ 平 30 年 2 月
・ 平 31 年 3 月
・ 平 31 年 4 月

・ 令 2 年 4 月

・ 令 2 年 4 月
・ 令 3 年 4 月

合計 11 112 106 218

県社会福祉協議会より「学童、生徒のボランティア活動普及事業」協力校の指定を受ける。

学校農園(200㎡)を五月女昇始氏より借り受ける。
県教育委員会指定「総合的な学習の時間」の研究発表を行う。
「ことばの教室」開設。
文科省指定「道徳教育推進校」の指定を受け、翌年11月、研究発表を行う。

校庭東門を改修する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平12年度まで）

校庭整備とスプリンクラー設置工事が完了する。
校庭南側へ町より桜の木10本を移植してもらう。

藤岡町慈福院に学校を開設し広才館と称する。（創立）
甲乙両校を合併し、藤岡小学校と称する。
仲町の現在地に校舎を新築する。
藤岡尋常高等小学校と改称する。
校舎平屋建て６教室を増築する。

校庭東側の拡張と校門の整備をする。

藤岡町国民学校と改称する。
藤岡町立藤岡小学校と改称する。
県指定研究学校(33･34年)「診断的学習指導」の研究発表を行う。
文部省指定(44･45年)道徳教育研究発表会を行う。
校地拡張・鉄筋３階建て29教室を新築落成する。
新プール８コースを竣工する。
体育館兼講堂(1267.4㎡)を新築する。

LED照明設置。

校庭東側低鉄棒の改修をする。
体育館通路窓枠の改修をする。
校舎屋上の笠木及び北側壁面の補修を行う。
１市３町の合併により、校名を栃木市立藤岡小学校と改称する。
校舎内アスベストの除去工事を行う。

校舎内児童用トイレ洋式便器改修工事。
校舎1階に藤岡学童保育クラブ設置。

南北
東西

3.4
1.4

㎞
㎞

校舎北側柵修繕と校舎耐震工事を行う。

各教室へエアコン設置。
トイレ改修工事終了する。
体育館天井修理終了する。
プールのブロック塀撤去。
体育館（ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ）に藤岡

校舎２Fに藤岡学童保育クラブ
学童保育クラブを増設する。

移設。
正門（西門）改修工事完了。

計女子男子

GIGAスクール構想により、
全児童にタブレット端末貸与。

学級数学年

1 1 15 18 33

2 2 12 12 24

3 2 20 20 40

4 2 22 16 38

5 1 21 25 46

6 1 22 15 37

（1) （2)自 ･ 情

特別支援

学 級 1 （1)

1 （2) （2) （4)知 的

１９６６年当時の校舎

令和４年度 児童数・学級編制

学 校 の 沿 革

学 区 要 図



令和４年度 藤 岡 小 の 教 育

日本国憲法 ＊教育目標

教育基本法・学校教育法 児童の願い

学習指導要領 児童の実態

栃木県教育の指針 ＊教育指標 ＊目指す児童像（藤岡中学校ブロック） 保護者の願い

下都賀地区学校教育の重点 　 考える（知） 夢をもち　地域と共に未来を切り拓く児童 教職員の願い

栃木市教育計画（絆） きたえる（体） 地域の願い

〈基本理念〉 思いやる（徳）

〇 明るくさわやかなあいさつが響き合う学校 〇 人間味のある教職員

〇 〇 子どもたちの力を引き出すために成長する教職員

〇 家庭や地域に信頼され愛される学校 〇 特別支援教育の視点に立ち、児童に寄り添い

ニーズに合わせた指導支援ができる教職員

1 生命・人権尊重の精神を基盤とした学び合える学校づくり 2

　

3 家庭・地域から信頼される開かれた学校づくり 4

★ 重点項目

今年度の全校共通取り組み

学校課題研究研究主題

楽しく分かる授業づくりのための授業のＵＤ化の研究       ～算数の授業を通して～

理

念

伝統と地域を生かした創造的な教育活動の推進

　　　　　　　　　　／魅力ある職場としての学校づくり

・　本校ならではの教育課程の展開　　　　・　カリキュラムマネジメント

・　創立１５０周年という節目における歴史と伝統からの学び、

　　　　未来の創造 （ふるさと学習）　　　　　　・　小中一貫教育

・　教師が心身ともに健康で子どもに向き合うための業務改善

　　　（栃木市版働き方改革）の推進

安心して学べる学校づくり（安全管理、予算管理、服務の厳正）

今年度の努力点と具体策

　本校の教育目標・教育指標、並びに栃木市名誉市民・山本有三の精神「生命・人権尊重・絆」の精神を踏まえ、 学年・学級経営を充実

させ、家庭・地域と連携・協力し合い、児童に「生きる力（たった一人しかない自分のよさを伸び伸びと発揮し、 たった一度しかない一

生を自らの意思で生き生きと切り拓く力）」を育む学校づくりに努める。

２　健康で安全な生活態度の育成

★安全管理（交通・防犯・自然災害から命を守る

こと）についての指導

★健康管理意識の高揚

・ケガ予防の指導

・防災（避難）訓練の工夫改善

４　児童指導の充実

・いじめ防止基本方針

★いじめ不登校等への迅速かつ丁寧な対応

・教育相談ℚUテストの活用
5　読書と家庭学習の奨励

・推薦図書の活用　　・家庭学習内容の工夫

４　重点指導項目

・特別支援教育 　　　　　・プログラミング教育

・情報活用能力 　　　　　・グローバル教育

・ふるさと学習（創立150周年に向けて）
４　望ましい食習慣の習得とからだづくり

・食に関する指導の充実

★検診結果の活用と保護者啓発

・食物アレルギーへの対応

 ３　基礎体力や基礎技能の向上

 

・わたらせタイムの充実による体力づくり、

　からだづくり

スピーチや話し合い活動の工夫・実践による、「聞いて考える力」の育成と温かな学級づくり

自分をきたえる児童の育成 自他を思いやる児童の育成

　栃木市立藤岡小学校　2022年度学校経営計画

学校経営理念・基本方針

・　児童一人一人のよさや可能性を引き出す教育活動の実践

・　学ぶ楽しさや協働することの喜びを感じる教育活動の実践

・　信頼し合う人間関係（児童間、教職員と児童）の構築

・　人間味あふれる組織体の実現

　　　　　　（間違ってもやり直しのできる組織【学級・学校・職場】）

基

本

方

針

・　施設設備の点検整備　　　　・　感染症対策

・　いじめ対策委員会　　　　　・　危機意識の向上

・　服務の厳正　　　　　　　　・　学校運営上のコスト意識

・　学校運営協議会の効果的運営　・　学校公開、学校評価、情報公開

・　ホームページ、各種たよりの発行・充実

・　家庭・PTA・地域・幼保（関係機関）との連携

・　とちぎ未来アシストネットとの連携や支援の活用

　豊かな心をもち　元気で学び合う児童を育む

　だれもが生きがいをもって生

き生きと学び続ける栃木市で、

市民が互いに絆を結び、未来を

拓く「生きる力」をもった子ど

もたちを育て、ふるさとを誇れ

る人づくり・まちづくりを推進

します。
学び合い、喜び合い、励まし合う姿が見られる学校

＊目指す学校像 ＊目指す教職員チーム像

＊児童指標　「あそべ」

　　　あいさつ・そうじ・べんきょうとあそび

２ ★学び合いの充実

★聞いて考える力の育成 （聴く・訊く活動の充実）

・児童をつなぐコーディネート力の向上

・自己表現活動（書く・話す）の充実

３　学習規律の確立

・学業指導の充実（学ぶ集団づくり）

・教室環境のＵＤ（ユニバーサルデザイン）化

２★喜び合い、励まし合う豊かな人間関係の醸成

・温かみのある学年・学級経営

★間違ってもやり直せる学校風土の醸成

・ソーシャルスキルの育成

・異学年交流による発見

３　気持ちのよい集団生活の実践による

　　　　　　　　　　　　　社会性の育成

★「よい子の一日」による

　　　　　　　　基本的な生活習慣の定着

・あいさつ・清掃指導の工夫

・規範意識の育成

自分から考え学び合う児童の育成

【学ぶ意欲・学び方・学ぶ習慣の育成】

１★運動に親しみ体力の向上に努める意欲と態度

の育成

★楽しさと活動量に満ちた体育授業の展開

・自ら目標を設定する授業

・学習カードの活用

１　豊かな心の育成

★自己肯定感の育成（自分の良さ・可能性・

　夢を感じさせる活動の展開）

・道徳教育の充実 （Ｉタイムの定着）

★多様な考えを認める人権意識の醸成

１★楽しく分かる授業づくり

★「とち介の学び」に沿った授業展開

（振り返りの充実【授業、単元、学期等】）

・個に応じた指導の充実

・考えたくなる学習課題の設定

★授業のＵＤ（ユニバーサルデザイン）化

・ＩＣＴの活用


